
こ
の
広
報
は
、町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
令
和
２
年
度
共
同
募
金
の
配
分
金
を
財
源
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
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11月

26日
（
金
）
福
山
平
成
大
学
福
祉
学
科
よ
り
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
２
．
３
年
生
７
名
を
地
域
福
祉
課
題
解
決
演
習
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

銭
宝
地
区
の
銭
宝
の
寄
り
合
い
処
に
て
品
川
さ
ん
か
ら
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
活
動
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
活
発
な
意
見
が
飛
び
交

い
、
実
際
に
見
て
学
ぶ
こ
と
や
活
動
者
の
生
の
声
を
聴
い
て
感
じ
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

加
工
場
の
説
明



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
令
和
四
年
の
初
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
が
流
行
す
る
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
厳
し
い
感
染
対
策
で
観
客
数
も

制
限
さ
れ
た
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
選
手
団
の
活
躍
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
世
界
各
地
で
発
生
し
第
六
波
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
終
息
を
願
い
平
和
な
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
の
予
算
も
厳
し
く
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
後
地
域
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
邑
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
民
間
の
自
主
的
な
福
祉
活
動
の
中
核
と
な
り
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
生
活
困
窮

者
支
援
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
や
就
労
支
援
、
各
種
の
相
談
事
業
や
福
祉
活
動
を
通
じ
て
の
福
祉
教
育
の
推
進
、
介
護
保
険
事
業
や
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
充
実
等
、
町
民
の
皆
様
が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
て
地

域
福
祉
を
担
っ
て
い
く
調
整
力
・
行
動
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
町
行
政
を
は
じ
め
、
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
町
内
社
会
福
祉
法
人
や
医
療
法
人
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
連
携
を
密
に
、
課
題
を
共
有
し
、
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
づ
く
り
、
ふ
る
里
づ
く
り
を
目
標
に
、
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
邑
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
　
日
野
原  

哲
夫   

おおなん社協  2022.1 No.184 （2）



　　　 島根県立石見養護学校
　島根県において、営利を目的とせず自発的に行われる活動を「県民いきいき活動」と
定義し、その活動に取り組む団体を「県民いきいき活動団体」と称し、活動が継続的で
円滑に推進できる環境づくりを行う中、地域社会への貢献度の高い活動団体に「県民い
きいき活動奨励賞」を送られています。

　12月31日（金）一人暮らし高齢者の方などを対象に「おせち料理」の配食を行い
ました。
　この事業は、「赤い羽根共同募金（歳末たすけあい募金）」を財源に、邑南町民生
児童委員協議会との共催事業として毎年行っています。
　今年も鮮やかなおせち料理と心温まる絵手紙を添えて、188名の方に民生委員が一
人ひとりのお宅に訪問しお届けしまし
た。
　皆さまが良い年を迎えることができ
るようお祈りし、一年の締めくくりを
見守っていただきました。

　この度「島根県立石見養護学校高等
部園芸班」が平成26年から実施してい
る、石見地域邑智病
院付近、通称「絆
ロード」の草刈り作
業に対し、地域への
貢献度が高いとの判
断により表彰されま
した。

　12月24日（金）に島根県庁で行われた表
彰式に石見養護学校教論松崎竜樹さんが出席
されました。
「生徒数が減って作業ができにくくなってい
るが、学校内の活動ばかりでなく生活に密着
した活動であり、できるだけ続けていきた
い」と話されておりました。
　この度の受賞が今後の活動継続の活力にな
ればと思います。今後ともよろしくお願いい
たします。

島根県県民いきいき活動奨励賞(ユース部門)受賞

生徒が草刈り機を使い活動されている様子

一人暮らし高齢者の方などへ「おせち料理」をお届けしました。一人暮らし高齢者の方などへ「おせち料理」をお届けしました。

赤い羽根共同募金（歳末たすけあい募金）
邑南町民生児童委員協議会との共催

令和３年度
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　昨年の11月18日（木）に第16回「邑南町総合社会福祉大会」をいきいきセンターみず
ほ（出羽公民館）にてコロナウイルス感染症予防対策として規模を縮小し開催しました。
　表彰式典では、これまで邑南町社会福祉協議会の発展などに功績のあった方や多年にわ
たり在宅で介護し要介護者の在宅生活の維持向上に努められている介護者の方に対して邑
南町社会福祉協議会会長表彰の贈呈が行われ、続いて邑南町老人クラブ連合会会長表彰と
して37名の会員の方々への表彰も行われました。

　表彰式後には、邑南町役場総務課係
長新屋聡士氏による「防災出前講座」
を行いました。
　気候変動と災害についてお話を聴
き、その中で「自分の命は自分で守
る」とありました。災害発生時を想定
し「いつ・だれが・どう行動するか」
あらかじめ決め、災害に備え自分でで
きること、家族でできることを日頃か
ら話し合い、取り組むことが大切であ
ると感じました。

 邑南町総合社会福祉大会を開催しました！

　社会福祉協議会会長表彰
○「社会福祉事業功労者」受賞者
　　桑野　　修
○「社会福祉事業協助者」受賞者
　はすみまもるん隊・阿須那婦人会
　阿須那小学校読み語りスクールサポート
　矢上小学校読み語り・小学校読み語り
　石見中読み語り会
○「在宅介護功労者」受賞者
　　岩本　守・洲浜　ユリエ
　　山田　留里子　　（順不同/敬称略）

　邑南町老人クラブ連合会会長表彰
　「老人クラブ連合会役員」受賞者の方々
� （順不同／敬称略）

　「一般功労者」受賞者の方々� （順不同／敬称略）
氏　名 所属老人クラブ 氏　名 所属老人クラブ

田中　静夫 雪 田 白 寿 会 佐々木勝國 井 原 福 寿 会
丸田　金時 市 木 寿 会 藤本　利幸 中 野 親 和 会
松倉　　豊 上田所長栄会 具路　一幸 中 野 親 和 会
洲濱　博典 上田所長栄会 矢上　　登 中 野 親 和 会
三宅　弘和 小 河 内 睦 会 矢上　清子 中 野 親 和 会
香川　武人 小 河 内 睦 会 山﨑　昌雄 中 野 親 和 会
網　　信子 亀 谷 緑 樹 会 吉賀　光枝 中 野 親 和 会
森脇　信行 鱒 渕 睦 和 会 植田冨志子 中 野 親 和 会
森脇　淑子 鱒 渕 睦 和 会 日野山照子 中 野 親 和 会
吉川　廣行 西鱒渕百寿会 小笠原静子 中 野 親 和 会
森田　愛代 西鱒渕百寿会 川中ユリコ 中 野 親 和 会
佐藤　　勝 和田原総南会 上田　一宇 中 野 親 和 会
荒田　秀雄 和田原総南会 岸本　茂子 東 部 寿 朗 会
今田小夜子 高 海 冠 寿 会 上田　英明 西 部 寿 朗 会
大田　清藤 井 原 福 寿 会 白須クニ子 西 部 寿 朗 会
稲積　慎吾 井 原 福 寿 会 高橋　卓造 西 部 寿 朗 会

氏　名 役　　職 氏　名 役　　職
藤本　雅治 前 会 長 三宅　正 前 事 務 局 長
南原　博文 前 副 会 長 田中百合枝 事 務 局 次 長
甲村　方子 前女性委員長

第16回
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　今年度は、コロナや地域社会に存在する
様々な差別が解消されることを願い「シトラ
スリボン」をつくりました。「シトラスリボ
ン」の輪の様に皆が繋がり、支え合うことが
出来る地域づくりが進むように今年の「邑南
町総合社会福祉大会」で啓発・募金活動を実
施しました。
　当日頂いた募金は、「赤い羽根共同募金」
として協力しました。
　これからも、地域社会の一員として、イベ
ントや行事などに参加しながら貢献できる活
動を行いたいと思います。ご協力とご支援を
よろしくお願いします。

　コミュニティ・ボンズとは…
　誰もが（属性、性別、年齢など関係なく）気軽
に立ち寄り、なんでも相談できる「場所」と趣味
や余暇活動などで交流しながら楽しめる「空間」
をみんなでつくる取り組みを行っています。
　邑南町社協西部サービスセンター相談室にて毎
週１回（水曜日）午前中に活動をしています。

誰もが集える居場所 それが誰もが集える居場所 それが「コミュニティ・ボンズ」「コミュニティ・ボンズ」

ボンズで行っている活動を少し紹介します！！ボンズで行っている活動を少し紹介します！！
～令和４年寅の干支
　の飾りづくり！～
井原、中野、高原・
布施地区社協の歳末
交流会にて配布をし
ていただきました。
ご協力ありがとうご
ざいました！

～みんなで
　焼きそば作り！～
交流活動や様々なイ
ベントを通して、地
域とのつながりや地
域社会への第１歩を
目標に活動を行って
います。

■お問合せ　　社会福祉法人邑南町社会福祉協議会 生活支援課　
℡８４－８４８４／０５０－５２０７－５４３４　fax８４－０４６０
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　社会福祉協議会では、毎年11月11日から12月
10日までの邑南町地域福祉推進月間にあわせて11
月の第2土曜日を「邑南町ボランティアの日」と定
め、それぞれの地域の環境美化活動を実施していま
す。今年度は、11月13日（土）を中心に、地区社
協や自治会、ライオンズクラブ、老人クラブ、婦人
会、スポーツ少年団、一般住民等のみなさまのご協
力により、535名の参加がありました。

　「ボランティアの日」の活動は、住民自ら進んで参加することで、さまざまな人と知
り合ったり、共に助け合い協力することでつながりを拡げ、地域力の底力を高めていた
だく活動のひとつとなっています。ボランティアは自分にできることから始められる身
近な活動です。社会福祉協議会では、この活動をきっかけにボランティアの輪が地域の
中に拡がり、誰もが安心して暮らすことができる地域となることを願い今後も推進して
いきます。

自分にできることから始めてみよう！
「出来る人が」「出来るときに」「出来るだけを」

つながる。広がる。ボランティアの輪つながる。広がる。ボランティアの輪

535名が『ボランティアの日』の活動に参加！
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　令和３年12月12日（日）出羽公民館（いきいき
センターみずほ）で、『権利擁護支援員フォロー
アップ研修』を開催しました。当日は、25名の参
加があり、講義やグループワークなどを通して、一
人ひとりの権利を守ること（権利擁護）について学
びを深める機会となりました。
　今回は初めて資産運用の専門職、ファイナンシャ
ルプランナーの講師をお招きし、身近な家計管理や
生活設計について講義していただきました。受講者
のみなさんは、自身の生活や日頃の支援を振り返
り、新しい発見や気づきが沢山あったようで、「支
援のときの勉強になったわ～。」「対象者だけでな
く、自分の家計に対する意識も高まった。」などと
いった声が聞かれました。
◆カリキュラム

　何らかの課題を抱え、当たり前の生活を送ることが難しい世帯が全国的に増加傾向にあ
る今、邑南町が掲げる“一人もとりこぼさない”町づくりを実現していくためにも、その
ような方に寄り添い、伴走した支援を行う担い手を増やすことが必要です。特別な資格や
経験は必要なく、自分も地域のために力になりたいが何をすればよいか分からないなどと
感じている方はぜひ権利擁護支援員活動を一緒にやってみませんか？興味がある方は下記
までお問い合わせ下さい。

権利擁護支援員フォローアップ研修を開催しました！

時間割 時　間 講座カリキュラム 講　師

10:00〜
10:15

オリエンテーション
・日常生活自立支援事業、法人後見、生活困窮の現状と支援員の活動状況
・支援員へのフォローアップ体制について

邑南町
社会福祉協議会

1限 10:15〜
10:45

地域共生社会の実現に向けて
・成年後見制度利用促進の動向、町民後見人賛成に向けての動向
・町内の困窮世帯や複合的な課題を抱える世帯への支援状況など

邑南町役場
福祉課

2限 10:45〜
12:00

後見活動の実際①
・身上監護と財産管理の具体的内容
・その人らしい生活、自立に向けての支援員の役割など

相談支援センター
えん
　齊藤  健 氏

3限 13:00〜
14:15

後見活動の実際②
・障がい特性に応じた関わり方
・日常生活自立支援事業、成年後見制度における意思決定支援について

さかた社会福祉
事務所
　阪田  健嗣 氏

4限 14:30〜
16:00

ファイナンシャル・プランニングについて
・目標や夢を叶えるための総合的な資金計画について
・日常的な家計管理、家計簿のつけ方、家計の見直しについて
・意思決定を尊重しながら経済的な側面から実現に導く方法など

パインフィールズ
パートナーズジャパン
合同会社
　松原  智治 氏

邑南町権利擁護センター（社会福祉協議会本部）　TEL：０８５５―８４―８４８４
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　社会福祉協議会では、役場福祉課と連携して「ひとり暮らし高齢者等に対する除雪の対
策」について下記のような対応を考えています。また、各地区社協や自治会等では地域住
民の「共助」による地域除雪システムが構築されています。
　しかし、豪雪時には活動の担い手自身の行動が制限される可能性も高く、担い手の人材
を確保することが難しくなることが予測されます。除雪の依頼を受けてから実際に作業に
移るまでにかなりの時間を要することと、緊急時に
対応できることは限られています。いざという時の
ために、日頃から近隣住民と話し合い、緊急時の相
互の助け合いの体制を整えておくことが必要だと考
えます。

　除雪作業中の事故の要因として最も多い屋根からの転落事故のほ
か、転倒事故や除雪機による事故なども多く、作業をする時は注意
をしながら行ってください。
■安全対策のポイント

除雪対策　降雪に備えましょう！

除雪作業中の事故に注意！

地区社協または地域における
組織的除雪活動について

＊各地区によって、除雪機の設置状況や対象者、作
業範囲、利用料等が異なります。詳細について
は、各地区社協や自治会等にお問合せ下さい。

除雪場所 依頼先

町　道 役場建設課へ

生 

活 

道

町道から
自宅までの私道

①近隣相互の助け合いでの対応
②集落・班・自治会での対応
③地区社協等での対応
④地区除雪ボランティアでの対応
　（地域による）

家
屋
周
辺

自宅の裏側等
（家屋周辺の雪ずり）

①シルバー人材センター（有料）
②業者等（有料）

お問合せ／社会福祉協議会　電話84-0332または、050-5207-5434

ひとり暮らし等高齢者に対する除雪の対策について

●適切な服装、安全な装備で！
　着ぶくれを避けて薄手で防水性のあるもの、
手袋や靴は滑りにくく、防水性や防寒性のある
ものを選びましょう。雪下ろしの際はヘルメッ
トや命綱の装備を！

●作業は２人以上・携帯電話を身につけて！

●無理をせず、こまめに休憩、水分補給！

●落雪に注意！
　屋根から雪が落ちてくる可能性があ
るため軒下の除雪作業は注意。晴れた
日などのゆるくなった雪は特に注意が
必要です。

●除雪機利用中の事故に注意！
　雪が詰まった時は、必ずエンジンを
止めましょう。素手で取り除くのは危
険なため絶対やめましょう。

地区 除雪機設置状況 利用料
口羽地区 地区社協１台 有料
阿須那地区 あすな地区応援隊１台 有料
市木地区 地区社協１台 燃料代

田所地区
上田所自治会１台 有料
四つ葉自治会１台 有料
西鱒渕自治会１台 無料

出羽地区 出羽自治会５台 燃料代
高 原 ・
布施地区

高海自治会１台 有料
銭宝自治会３台 燃料代

井原地区 地区社協１台 無料
中野地区 地区社協１台 有料

矢上地区 大沢区１台 無料
力沢区１台 有料

日貫地区 地区社協１台 無料
日和地区 地区社協１台 有料
町 社 協 ３台（各センターに１台） 燃料代
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福祉用具貸与事業

介護予防事業（楽々教室・配食サービス）

社会福祉法人邑南町社会福祉協議会 事務局長　甲村　正樹
邑南町高見485番地1　℡84-0332／050-5207-5434　fax84-0460

センター紹介センター紹介
本　部

　機構改革により新たな体制でスタートを
し、９月より各センターの紹介をしてきま
したが、最後は本部の紹介です。

　利用される方の
自立支援や介護さ
れる方の負担軽減
などを目的にベッ
ドや車いす等の福
祉用具の貸与・販売をしています。
お気軽にご相談ください。

　利用される方の「楽し
かった」「美味しかった」
の言葉が私たちの励みに
なっています。これから
もよろしくお願いします。

　住み慣れた自宅や住み
たい場所で快適かつ主体
的な生活を送っていただ
けることを目指して支援
をしていきます。介護保
険のサービスだけでは難しく地域の皆様の力がとても大
きく一番の支え手になっています。これからもよろしく
お願いします。

　誰もが安心して暮ら
せるよう、地域と共に
「地域共生社会」を目
指します。皆様との出
会いを大切にし、活動
していきますので、ご
支援・ご協力をよろし
くお願いします。

生活支援課

居宅介護支援事業課

地域福祉課

　総務課では、法人運営全
般を担っているのと同時
に、職員の皆さんが生き生
きと働ける環境づくりを
行っています。また、他の
法人との連携、邑南町老人
クラブ連合会の事務局補佐
等も行っています。

　１人ひとりに「寄り添
い」暮らしに安心感と生き
がいを生み出せるよう伴走
した支援に取り組んでいき
ます。皆様のご支援、ご協
力をよろしくお願いします。

総　務　課
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11月 12月
　ボランティアさんの協力を得て、配食
サービスのお弁当に月に一度、絵手紙を
添えてお届けしています。季節を感じら
れる絵とメッセージが添えられています。
11月、12月分をご紹介します。

絵手紙の紹介

協力ボランティアグループ
 「高原絵手紙文通サークル」
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多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
、
児
童
福
祉
推
進
事
業
を

は
じ
め
と
し
、
地
域
福
祉
推
進

（
地
区
社
協
へ
の
助
成
等
）
の

組
織
化
及
び
活
動
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

職
員
一
同
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
気
持
ち
も
新
た
に
地
域
住
民
の
方
々

の
お
役
に
た
つ
よ
う
努
め
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
は
、
60
年
周
期
で
訪
れ
る

「
壬
寅
（
み
ず
の
え
と
ら
）
」
に
あ
た
る

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
壬
（
み
ず
の

え
）
」
と
は
、
ゆ
っ
た
り
カ
ー
ブ
を
描
き

な
が
ら
流
れ
る
大
河
を
表
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
「
決
断
」
の
意
を
も
つ
「
寅
」
が

合
わ
さ
っ
た
２
０
２
２
年
は
、
安
定
性
や

落
ち
着
き
を
も
ち
な
が
ら
も
、
は
っ
き
り

と
決
断
で
き
る
年
。

　
心
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
お
お
ら
か
に
物

事
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と

で
す
。
感
染
症
の
拡
大
が
騒
が
れ
ま
す
が
、

今
年
は
冷
静
さ
を
失
わ
ず
に
行
動
で
き
る

年
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

さ
ら
に
、
36
年
に
１
度
の
五
黄
の
寅

（
ご
お
う
の
と
ら
）
と
言
わ
れ
る
年
で
、

九
星
気
学
に
お
い
て
最
強
の
運
勢
と
言
わ

れ
る
「
五
黄
土
星
」
と
、
十
二
支
の
中
で

最
も
運
勢
が
強
い
と
言
わ
れ
る
「
寅
年
」

が
重
な
っ
た
『
非
常
に
強
い
運
勢
を
持
つ

年
』
だ
そ
う
で
す
。

　
１
月
に
は
第
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
も
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
た
な
変

異
株
の
感
染
等
で
油
断
で
き
な
い
時
期
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
が
転
機
の
年
に

な
る
よ
う
に
願
い
た
い
も
の
で
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
コ
ー
ナ
ー
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